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懐かしい宇都榮子先生のお電話で、北川隆吉先生のご訃報に接して大変驚きました。
私は平成３年、九州にある国立大学から九州で初めて看護学科を平成４年４月設立するための教員として
就任の要請がありました。就任するための資格要件として最低、修士を修了するようとのことでした。早
速、いろいろな大学の入学案内の情報を集める中、専修大学大学院が目にとまりました。平成４年から社会
人枠が設けられるということでした。受験するに当たり、今までの自分の経験を生かし、さらに今後も生か
される社会学を選択しました。
私の年齢で大学院に進学と言うことは思いもよらないことでした。
面接で初めて北川先生にお目にかかりました。北川先生は名古屋大学を定年退官なさって専修大学に就任
され、社会人枠の社会学専攻修士課程を創設なさったと伺っています。私は大学での学部は法学部で社会学
は一般教養程度でした。面接で仕事を継続して通学が可能かと問われ、年休を利用して通学をしたい旨を訴
えました。社会学は一般教養の時も楽しく学び、保健婦として地域住民を対象に活動していましたが、社会
学の学部での基礎を学んでいないため、修士課程で果たして皆について行けるか心配でした。北川先生は面
接官の中央にいらっしゃってにこやかな笑顔で質問されたのでほっと致しました。他の先生方のいろいろな
質問にもどうにか応えるように心がけました。合格の通知が参りました時はとても嬉しい気持ちでした。
入学生は学部からの学生３名と社会人枠の学生４名でした。先生方は基礎ができていない学生を教育する
のは大変だったことでしょう。
修士論文に向けて各自、自分が関心のある文献を夏季休暇中に２００収集して要約することが課題でした。
国会図書館をはじめ都内の各図書館・大学・研究所で収集しました。
そこで、日ごろから関心がありました、退院した患者がその後も安心して地域で生活できるようなシステ
ムをつくれないかと考えました。研究の目的として：「都内の総合病院が実施している訪問看護の事例の分
析を通して、都市部における在宅ケアのシステムづくりをめぐる、組織上の問題を明確にする。併せて病院
スタッフと地域のスタッフとの連携、およびその役割の在り方について明確化を試みる。とりわけ、在宅ケ
アの発展を阻害している医療構造上の要因の抽出に努める。」としました。方法は：‐訪問看護を取り入れ
ている総合病院の看護部門責任者、担当看護婦・担当保健婦にインタビュー、‐調査対象とした総合病院
と関連がある保健所保健師を対象に当該病院との連携をめぐる課題についてインタビュー ‐の C病院
で在宅ケアを実施したがん患者１２事例の経過記録の提供を受け分析、からで得られたデータの比較検討
を通して、以下の２点について考察しました。
１）在宅ケアシステムの組織化の過程で病院組織や看護体制の在り方がどのような阻害要因となるか
２）在宅ケアの実施によって、病院組織や看護体制はどのよう影響を受けるか
テーマは「地域ケアシステムにおける総合病院の役割」としました。
論文を書いては北川先生にご指導を受け、さらに書き直し、その繰り返しでした。
２年間は大学院と仕事で、修士論文を期限までに提出するために精魂をこめて取り組みました。先生のご
指導で提出期限に提出できましたことに感謝いたしております。
修士論文の面接日は、かつてないほどの大雪に見舞われました。これも良い思い出となりました。
提出後、気が抜けたようになりましたが、北川先生に修論を評価していただき、努力が報われたようでし
た。
もうこれで学習するのは終わりと思っていましたところ、赴任予定先から、対等にディスカッションする
には博士号を取得するようにとの要請がありました。北川先生からも進学を勧められましたが、燃え尽き症
候群となり、１年間充電してから博士課程を受験しました。
平成７年４月からは、新しい大学への赴任に加え、博士課程に在籍して課題に取り組む生活が始まりまし
た。
博士課程の課題は修士課程の論文をさらに深めて、退院した患者が在宅療養に円滑に移行していくために
は入院当初からの経過を把握している病院看護婦と、退院後の療養生活を支える保健婦および訪問看護婦の
連携が重要と考えました。そこで保健婦・訪問看護婦・病院看護婦が、それぞれの役割について相互にどの
ように考えているのかに関する意識調査のデータを軸に、看護職の担っている地域ケアの現状と看護職の連
携の在り方に分析を加え、今後の課題について明確化を図る。さらには、地域ケアシステムにおいて、看護
職種が他職種との協働を通じて果たさなければならない望ましい役割の明確化を試みる。としました。
連休や夏季・冬季・春季休暇中に上京して、北川先生のご指導を受けては書き直しの繰り返しで、３年次
の夏季休暇を目前の１か月間はスランプに陥り、悶々としている時に北川先生の、院生を通じての再三の励
ましでやっと持ちこたえて、論文に立ち向かうことができました。このようにやっと気を取り直して期限内
に提出することができましたことは、先生の心温まる励ましの結果だと、感謝で一杯です。
私の研究は社会を先取りしたようでした。平成１２年、介護保険制度などが制度化しました。
また、『シリーズ現代社会の看護 高齢社会化と地域看護・介護』では、４章「高齢化の進行と保健婦・看
護婦の協働‐農村の看護・介護」を担当させていただき、ご指導いただきました。
専修大学文学部人文学科社会学専攻が人間科学部社会学科と独立しましたことは、北川先生の念願がかな
ったのではないかとよろこんでいます。
北川隆吉先生！ 未熟な私をお導きいただき心から感謝申し上げます。ありがとうございました。
ゆっくりおやすみくださいますように
